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１ 背景・目的 

 水素スタンドを併設する給油取扱所において、施設内レイアウトの効率化等の観点から、

水素充塡のための停車スペースと給油のための停車スペースを共用化することについて技

術基準の整備が求められています。 

 また、近年では、有機ハイドライド方式の水素スタンド等、新たな形態の水素スタンドの

実用化が進められており、当該水素スタンドに関連する危険物施設の技術基準の整備が求

められています。 

 このような状況を踏まえ、消防庁では「水素スタンドの多様化に対応した給油取扱所等

に係る安全対策のあり方に関する検討会」を開催し、給油取扱所等の危険物施設について、

多様化する水素スタンドに対応するために必要な安全対策のあり方について検討すること

としました。（第１回は７月 21日開催） 

 

２ 主な検討項目 

（１）水素スタンドを併設する給油取扱所の停車スペースの共用化に係る安全対策のあり

方に関する事項 

（２）有機ハイドライド方式の水素スタンド等の新たな形態の水素スタンドに関連する危

険物施設の火災危険性及び安全対策のあり方に関する事項 

 

３ スケジュール等（第１回開催予定） 

  日時：平成 29年７月 21日（金）10時から 12時まで 

  場所：三田共用会議所 第三特別会議室 （東京都港区三田２－１－８） 

 

４ 委員 

   別紙のとおり 

 

水素社会実現に向けた取組の一環として、燃料電池自動車の普及に向けた水素

スタンド整備を加速させるための取組が進められており、水素スタンドを併設す

る給油取扱所の停車スペースの共用化や有機ハイドライド方式の水素スタンド等

の新たな形態の水素スタンドに関連する危険物施設の安全対策のあり方について

検討するため、「水素スタンドの多様化に対応した給油取扱所等に係る安全対策の
あり方に関する検討会」を開催することとしましたので、お知らせします。 

＜お問い合わせ先＞ 

 消防庁危険物保安室  竹本補佐、池町係長、羽田野事務官 

 TEL：03-5253-7524（直通）/FAX：03-5253-7534 
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